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◆総務費

●子育て支援住宅・定住促進住宅整備に･･･3,967万円

●定住対策住宅取得支援事業に･･･330万円

●くずまき暮らし体験ツアーに･･･138万円

●地域おこし協力隊員経費に･･･1,509万円

●コンビニ収納のためのシステム改修業務に･･･716万円

●葛巻型インターンシップ受入業務に･･･64万円

●くずまき出会いサポート協議会補助に･･･50万円
◆民生費　

●乳幼児・児童生徒医療費助成事業に･･･1,117万円

●特別支援学校のスクールバス運行に･･･237万円

●短期集中予防サービスに･･･152万円

●高齢者等タクシー利用助成に･･･128万円
◆衛生費

●住民検診の実施に…1,924万円

●通院バス更新に…764万円

●マタニティライフサポート金に･･･116万円
◆農林水産業費

●畜産・酪農収益力強化整備等特別事業に…3,974万円

●草地畜産基盤整備事業に･･･1,902万円

●畜産労働力負担軽減対策事業に･･･295万円

●公有林整備事業に･･･1,393万円

●バイオマス廃熱利用作物検討業務に…120万円

●水洗化普及支援事業に･･･1,038万円
◆商工費

●くずまき型観光産業若者起業・雇用創出事業に･･･2,181万円

●個人商店等誘客環境改善事業に･･･145万円
◆土木費

●道路長寿命化修繕工事に･･･1,548万円

●小苗代橋長寿命化修繕工事に…1,117万円
◆消防費

●救助資機材搭載型小型ポンプ積載車の整備に･･･1,388万円
◆教育費

●山村留学事業に…608万円

●公営学習塾管理運営業務に･･･2,028万円

●小屋瀬小学校校舎改修事業に･･･3,964万円

●総合運動公園スポーツコート人工芝化改修工事に　
　･･･7,893万円

●総合運動公園テニスコート改修工事に･･･1,935万円
●町スポーツツーリズム奨励事業に･･･167万円

◆災害復旧費

●平成28年台風10号豪雨災害復旧工事に…4億7,826万円
◆特別会計

●町設置型浄化槽建設事業に･･･3,819万円
◆企業会計

●葛巻病院改築事業に･･･13億9,637万円

●江刈地区水道整備事業に･･･3億6,989万円

  一般会計72億円の主な使いみち▲

会計区分 年度末現在高 年度中増減

一般 77億　162万円 4億2,171万円

農業集落排水 13億7,098万円 △ 5,453万円

国保葛巻病院 26億　733万円 10億9,028万円

水道 15億　876万円 1億7,797万円 

全会計 131億8,869万円 16億3,543万円

▶地方債現在高（借入金）

基金区分 年度末現在高 年度中増減

財政調整 8億5,295万円 1万円

町債減債 6億2,082万円 1万円

地域づくり振興 8億2,714万円 6,371万円

公共施設等整備 32億 3,277万円 5億2,392万円

その他 2億2,353万円 285万円

全基金合計 57億5,721万円 5億9,050万円

▶基金現在高（積立金）

  基金および地方債現在高の状況 ▲

各指標(早期健全化基準) H29 H28 比較

実質赤字比率(15％ ) 赤字なし 赤字なし －

連結実質赤字比率(20％ ) 赤字なし 赤字なし －

実質公債費比率(25％ ) 5.4% 5.0% 0.4％

将来負担比率(350％ ) なし なし －

▶健全化判断比率

　平成29年度決算における財政健全化法に基づく各指標
は、いずれも法に定められている基準を下回りました。

  財政健全化法に基づく指標の公表 ▲

区分 歳入 歳出 差引

国民健康保険 13億1,138万円 12億4,548万円 6,590万円

農業集落排水 2億　805万円 1億9,718万円 1,087万円

後期高齢者医療 7,297万円 6,950万円 347万円

国保
葛巻病院

収益的 10億7,383万円 10億1,679万円 5,704万円

資本的 17億　120万円 17億1,614万円 △1,494万円

水道
収益的 1億6,427万円 1億8,707万円 △2,280万円

資本的 4億3,589万円 4億3,602万円 △13万円

  特別会計の決算の状況 ▲

歳入総額 78億7,204万円
前年度比   ４億3,518万円（5.2％）減

歳出総額 72億3,177万円
前年度比          １億81万円（1.4％）増

 一般会計の決算の状況 ▲

町税

その他の自主財源

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他の依存財源

4億7,807万円（6.1％）

17億5,768万円（22.3％）

32億5,877万円（41.4％）

6億3,090万円（8.0％）

5億7,665万円（7.3％）

9億6,861万円（12.3％）

2億136万円（2.6％）

総務費

民生費

衛生費

農林水産費

土木費

教育費

14億867万円（19.5％）

17億1,431万円（23.7％）

11億5,317万円（15.9％）

3億8,905万円（5.4％）

3億4,673万円（4.8％）

5億4,110万円（7.5％）

消防費
2億7,119万円（3.8％）

公債費
5億8,991万円（8.2％）

災害復旧費
5億1,423万円（7.1％）

その他
3億341万円（4.1％）

自主財源

依存財源

↔

平成29年度平成29年度

決算報告決算報告 　平成29年度の決算が町議会９月定例会議で　平成29年度の決算が町議会９月定例会議で
認定されました。決算の概要からみた町の財政認定されました。決算の概要からみた町の財政
状況についてお知らせします。状況についてお知らせします。

※資本的収支は一般的に赤字になります。赤字分は過年度留保資金
　などで補てんされます。

※

※

差し引き額は6億4,027万円。うち繰越事業の財源として
翌年度に繰り越す額が7,008万円のため、実質の差し引き
残額は５億7,019万円です。

　町では、町民の皆さんが納めた税金や国・県か町では、町民の皆さんが納めた税金や国・県か
らの交付金、町債（借入金）などを財源に「未来らの交付金、町債（借入金）などを財源に「未来
を協創する高原文化のまちづくり」に向け、さまを協創する高原文化のまちづくり」に向け、さま
ざまな事業に取り組みました。ざまな事業に取り組みました。
　一般会計の歳入総額は78億7,204万円で、前年
度に比べて４億3,518万円（5.2％）の減となりま
した。対して歳出総額は72億3,177万円で、前年
度に比べて１億81万円（1.4％）の増となる決算
となりました。
　歳出を目的別にみると、最も増加したのは災害
復旧費で、平成28年度の台風10号豪雨災害にかか
る災害復旧事業により、全体で前年度比４億1,493

万円（417.9％）の増となっています。
　また性質別のうち、普通建設事業として実施し
た主な事業は、養護老人ホーム改築工事４億9,316
万円、ふれあい宿舎グリーンテージ大規模改修
事業１億2,229万円、町道茶屋場田子線整備事業
9,543万円、防災用太陽光発電設備急速充電器設
置工事7,983万円などです。
　５つの特別会計の歳出決算総額は48億6,818万
円で、前年度に比べて13億8,424万円（39.7％）
の増となりました。一般会計と特別会計を合わせ
た歳出決算総額は120億9,995万円となり、前年
度を14億8,505万円（14.0％）上回りました。


